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【開催日】 令和４年１２月５日（月） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前１１時４５分～午後０時６分 

【出席委員】 

分科会長 藤 岡 修 美 副分科会長 中 岡 英 二 

委員 恒 松 恵 子 委員 中 島 好 人 

委員 中 村 博 行 委員 森 山 喜 久 

委員 矢 田 松 夫   
 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

なし 

【執行部出席者】 

人事課長 古 屋 憲太郎 人事課人事係長 藤 田 浩 子 

人事課給与係長 室 本   祐 経済部長 辻 村 征 宏 

経済部次長兼農林水産課長  川 﨑 信 宏 農林水産課技監 山 﨑 誠 司 

農林水産課耕地係長 本 多 享 平 建設部長兼大学推進室長 大 谷 剛 士 

建設部次長兼都市計画課長 高 橋 雅 彦 土木課長 中 村 景 二 

土木課課長補佐 大 和 毅 司 土木課主査兼管理係長 壹 岐 雅 紀 

土木課用地係長 日 髙 辰 将 都市計画課主査兼都市整備係長 藤 本 英 樹 

下水道課主査兼管理係長 中 村 扶実子   
 

【事務局出席者】 

局次長 島 津 克 則 主査兼議事係長 中 村 潤之介 
 

【審査内容】 

１ 議案第６８号 令和４年度山陽小野田市一般会計補正予算（第７回）につ

いて 

 

午前１１時４５分 開会 
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藤岡修美分科会長 それでは一般会計予算決算常任委員会産業建設分科会を開

会いたします。議案第６８号令和４年度山陽小野田市一般会計補正予算

（第７回）について、審査番号①、人事課及び経済部の農林水産課の説

明をお願いします。 

 

古屋人事課長 それでは、議案第６８号令和４年度山陽小野田市一般会計補正

予算のうち、人件費に係る補正について、総括的に御説明します。この

度の人件費の補正は、大きく分けて二つあります。一つは人事院勧告に

伴うもの、もう一つは人事異動に伴う決算を見込んだ調整となります。

お配りしております資料を御覧ください。まず１ページ目です。人事院

勧告については、民間の給与が公務員の給与を上回ったことから、給料

表を３０代半ばまでの若年層に対して、２００円から４，０００円ほど

引上げが行われます。若年層ほど改定率が高くなっておりまして、高校

卒で４，０００円程度、大学卒で３，０００円程度引き上げられること

となっております。２点目としまして、賞与の勤勉手当の支給月数を

０．１か月分引き上げるということです。令和４年度は１２月の勤勉手

当を引き上げて、令和５年度は６月と１２月が均等となるように

０．０５月分ほどを割り振るようになっております。それでは、１３ページ

を御覧ください。それまでは各款ごとに集計を出しておりますが、一般

会計の全体として御説明させていただきます。表の見方としまして一番

上に総計がありまして、その内訳として下に人勧と人事異動ということ

で記載しております。それでは、一番上の総計を御覧ください。一般会

計全体では９，２５６万４，０００円を増額し、補正後の額を４２億

５，０５８万１，０００円とするものです。費用ごとの補正額の内訳は、

１節報酬については、パートタイムの会計年度任用職員の報酬月額が人

事院勧告に伴い引き上げられたこと及び人事異動に伴うものとして４４２万

８，０００円を増額するものです。２節給料については、人事院勧告の

影響で１，２８８万８，０００円の増額があるものの、育児休業を取得

している職員が１０名程度いることから、給料の調整等によって
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３，８０５万２，０００円を減額した結果、全体としましては２，５１６万

４，０００円の減額となっております。３節の職員手当等については、

１億２，５４８万７，０００円を増額するもので、主な要因としまして

は、人事院勧告に伴う賞与等の増額が１，９９８万２，０００円、今年

度の早期退職者等の退職手当と時間外勤務手当の増によるものが１億

５５０万５，０００円となります。次に、４節共済費については、人事

院勧告に伴う増加があるものの、育児休業等に係る給与の減額により、

全体として１，１７６万３，０００円の減額になります。次に、８節旅

費については、パートタイムの会計年度任用職員の通勤手当相当部分に

ついて勤務実績から４１万８，０００円を減額するものです。最後に，

１８節職員福祉費については６，０００円を減額するもので職員の退職

等に伴う調整となります。説明は以上です。御審議のほどよろしくお願

いします。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 補正予算書４８、４９ページをお開きくださ

い。６款農林水産業費、１項農業費、４目農地総務費、１８節負担金、

補助及び交付金、農業集落排水事業補助金５４万１，０００円の増額は、

先ほど御審査いただきました下水道事業会計に対して、一般会計から負

担する繰出金です。増額補正の理由は、電気代の高騰によるものです。

以上です。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

藤岡修美分科会長 執行部の説明が終わりました。ここで委員の質疑を求めま

す。まず、人件費全般です。 

 

森山喜久委員 この度扶養手当が勤勉手当の関係から削減という話なんですけ

ど、これは人事院勧告に関わるものでしょうか。 

 

古屋人事課長 それは人事評価に伴って、令和６年度から入れようとしている

ものですので、この度の人事院勧告では、扶養手当の減額はありません。 
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森山喜久委員 扶養手当自体が減額されているのは、あくまで人事異動でしょ

うか。 

 

古屋人事課長 そのとおりです。 

 

森山喜久委員 参考に扶養手当の対象人員、人数はどれぐらいか教えてもらっ

ていいですか。 

 

古屋人事課長 全体としての人数は、今は資料を持っていません。 

 

森山喜久委員 時間外と退職手当の関係を合わせて１億円増額と聞こえたんで

すが、時間外が突出した課はあるんですか。 

 

古屋人事課長 時間外の補正が約３，５００万円となっております。そのうち

災害に係るものが２，０００万円、あとマイナンバーの関係で土日に出

勤しており、それが２５０万円です。あと新型コロナウイルス関係の事

業を進めたことで５００万円等となっております。 

 

森山喜久委員 最近、災害の関係とかが増えて、技術職員が足りないのではな

いかという話がありますが、その辺の対応が具体的にありますか。 

 

古屋人事課長 この度、ちょっと大きな災害が起こりまして、建設部、農林水

産課は本当に大変だっただろうと思います。一応、建設部からいろいろ

応援を出していただいて何とか乗り切ったというのはありますが、たし

かに、技術職だけじゃなくて、全体の職員数が若干足りていないのかな

という思いもあります。仕事量を見ながら、適正な採用を行っていきた

いと考えております。 

 

森山喜久委員 一般職が５人減となっているように見えるんで、その辺で残っ

ている人間一人一人に負荷の掛かってきている状況が何年も続いている
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と思います。人事課も大変だと思いますが、職員の体制を見直してもら

えたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 

藤岡修美分科会長 ちなみに技術吏員を募集されていましたけども、応募状況

はいかがですか。 

 

古屋人事課長 この度募集しているものに応募はありませんでした。 

 

藤岡修美分科会長 人気がないんですか。 

 

古屋人事課長 夏前にも募集していたんですが、そのときもなくて、この度追

加しましたけども、また応募がないという状況です。 

 

藤岡修美分科会長 それは県内１３市、全市的なものなんですか。 

 

古屋人事課長 他市からも、なかなか確保が難しいという話は聞いております。 

 

中島好人委員 報告があった１ページの①です。若年層で金額を値上げすると

いうことはいいことですけども、対象人数と影響額は、幾らになるんで

すか。 

 

古屋人事課長 この度の給料表の改定は、３５歳ぐらいまでの職員が対象で、

約１５０人おります。この度の人事院勧告の給料に対する影響額は、

１，２８８万８，０００円となります。 

 

藤岡修美分科会長 人事課分はよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）そ

れでは、農林水産課の農業集落排水事業補助金について、委員の質疑を

求めます。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは、審査

番号①の審査を終わります。暫時休憩し、職員を入れ替えます。 
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午前１１時５５分 休憩 

 

午前１１時５９分 再開 

 

藤岡修美分科会長 それでは分科会を再開します。議案第６８号令和４年度山

陽小野田市一般会計補正予算（第７回）につきまして、審査番号②、建

設部関係の執行部の説明を求めます。 

 

中村土木課長 それでは、議案第６８号令和４年度山陽小野田市一般会計補正

予算（第７回）について、土木課分を御説明します。議案書５８、５９

ページを御覧ください。８款土木費、２項道路橋りょう費、３目道路橋

りょう維持費、１０節需用費の光熱水費及び修繕料の補正予算について

御説明します。まずは、光熱水費について御説明します。昨年から、資

材や人件費等が高騰しており、今年度に入りまして、電気代、ガス代も

高騰しております。このことにより、光熱水費に不足が生じましたので、

１５４万５，０００円の増額補正を行い、当初予算４７７万９，０００円

を６３２万４，０００円にするものです。また、修繕料につきましては、

市道の維持管理に関する修繕を行うもので、舗装、道路構造物及び道路

附属物の修繕を行っております。本年度も道路パトロールの実施や市民

からの情報提供により、不具合部分の補修を適宜行っておりますが、こ

の補修費について不足が生じましたので、１，３００万円の増額補正を

行い、当初予算３，７４２万５，０００円を５，０４２万５，０００円

にするものです。続きまして、８款土木費、３項河川費、１目河川管理

費、１０節需用費の光熱水費の補正予算について御説明します。先ほど

御説明しました道路橋りょう維持費と同様の理由により、光熱水費に不

足が生じましたので、１９０万１，０００円の増額補正を行い、当初予

算５１９万７，０００円を７０９万８，０００円にするものです。説明

は以上です。御審議のほどよろしくお願いします。 
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高橋建設部次長兼都市計画課長 引き続きまして、都市計画課の関係分につい

て御説明させていただきます。補正予算書につきましては６０、６１ペ

ージになります。８款土木費、５項都市計画費、１目都市計画総務費、

１８節負担金、補助及び交付金、公共下水道事業負担金２，２７３万

６，０００円、公共下水道事業補助金２８万円の増額と、２３節投資及

び出資金２４０万円の減額につきましては、人事異動及び人事院勧告に

よる人件費の調整、国庫補助金の追加配分による建設改良費の増額、電

気代の高騰による動力費の増額等に伴うものです。説明は以上です。よ

ろしくお願いします。 

 

藤岡修美分科会長 執行部の説明が終わりました。委員の質疑を求めます。 

 

森山喜久委員 道路橋りょう維持費、１０節修繕料の関係ですけど、当初予算

に比べて３０％、４０％程度の増額予算かなと思います。これは当初で

は分からなかったところが道路パトロール等で分かったということでし

ょうか。 

 

中村土木課長 土木課としましては、事故につながりかねないなど、市民の皆

様の安全安心を脅かすものについては、早急に補修しなければならない

と考えておりますが、整備して何年も経過している道路も多く、補修の

必要性が生じております。近年の大雨など自然災害による道路破損につ

いて、予見し難いものがあります。今年度は、前年度と同じぐらいの補

正予算になっているんですが、今年は雨が多いということもありまして、

不足が生じたということになっていると考えております。 

 

森山喜久委員 実際のところ５，０００万円程度は、当初から要るんだと認識

していたほうがいいんですか。 

 

中村土木課長 近年、補正を毎年している状態が続いておりますので、来年度
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についても、予算確保に努めていきたいと考えておるところです。 

 

森山喜久委員 なかなか予算配分が厳しいかもしれませんが、予算確保をよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

藤岡修美分科会長 ほかによろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それで

は以上で質疑を終えます。それでは、一般会計予算決算常任委員会産業

建設分科会を散会します。 

 

午後０時６分 散会 

 

令和４年（2022 年）１２月５日 

 

  一般会計予算決算常任委員会産業建設分科会長 藤 岡 修 美   


